
桜美林大学大学院国際学術研究科 

大学アドミニストレーション実践研究学位プログラム  

 

公開研究会 
「中教審の新たな諮問を踏まえた高等教育改革の展望と課題」 

 
 

桜美林大学大学院国際学術研究科大学アドミニストレーション実践研究学位プログラムでは、年に

2 回「公開研究会」を開催しております。 

今回は、文部科学省高等教育局の石橋晶大学教育・入試課長をお招きし、「中教審の新たな諮問を踏

まえた高等教育改革の展望と課題」をテーマに、在学生・修了生並びに広く大学教育や大学運営・経

営に関心をお持ちの方々とともに議論を深めたいと思います。 

 

日 時：2024年8月8日（木）17：20～19：50 

場 所：対面（千駄ヶ谷キャンパス SY300 教室）と ZOOM（オンライン）によるハイブリッド開催 

 

プログラム（予定）： 

・17:20     開会   小山竜司 桜美林大学大学院教授（進行） 

・17:20～17:30 開会挨拶 大槻達也 桜美林学園理事長 

・17:30～18:30  講演「中教審の新たな諮問を踏まえた高等教育改革の展望と課題」 

講師 石橋 晶課長（文部科学省高等教育局大学教育・入試課） 

・18:30～18:40 休憩 

・18:40～19:40  石橋課長を囲んでのパネル・ディスカッション 

                石橋 晶 文部科学省高等教育局大学教育・入試課長 

小林雅之 桜美林大学教育探求科学群長 

        浦田広朗 桜美林大学大学院教授 

小山竜司 桜美林大学大学院教授（進行） 

・19:45～19:50 閉会 

 

参加費 ：  無料  

 申込方法：参加を希望する方は、以下の Google フォームからお申し込みください。入室のための

リンクをお知らせします。お知らせは直前になりますことをご承知おきください。 

      https://forms.gle/pYwpRBzKTqEq3ZMz6 

 

 申込締切：2024 年 8 月 5 日（月）23:59 

 

https://forms.gle/pYwpRBzKTqEq3ZMz6


石橋 晶 文部科学省高等教育局大学教育・入試課長

大槻 達也 学校法人桜美林学園 理事長

小林 雅之 桜美林大学 教育探求科学群 教授

浦田 広朗 桜美林大学大学院 国際学術研究科 大学アドミニストレーション実践研究学位プログラム 教授

小山 竜司 桜美林大学大学院 国際学術研究科 大学アドミニストレーション実践研究学位プログラム 教授

文部省（現文部科学省）へ入省。高等教育政策室長、私学助成課長や国立大学法人支援課長等を経験。
2020年1月末で文部科学省を早期退職。同年6月～2021年3月は神奈川大学法学部特任教授、2022年4
月より桜美林大学大学院国際学術研究科教授（現職）。他に、名古屋大学と花園大学で非常勤講師等。
専門は、高等教育政策、生涯学習・社会教育論。

◆講師・パネリストのご紹介◆

平成12年4月文部省入省。平成21年7月文部科学省高等教育局大学振興課課長補佐、平成24年兵庫県
教育委員会出向、平成27年4月文部科学省高等教育局国立大学法人支援課課長補佐、平成29年4月国
立大学戦略室長、平成29年7月国立大学法人支援課企画官、平成30年2月高等教育局企画官（併）高等
教育企画課高等教育政策室長、令和3年10月大臣官房人事課人事企画官（併）副長、令和5年8月総合教
育政策局生涯学習推進課長、令和6年7月から現職。

早稲田大学政治経済学部政治学科卒業。文部省（現・文部科学省）に入省し、主として大臣官房、初等中
等教育局、高等教育局に配属され、大臣官房総括審議官、国立教育政策研究所長などを歴任。この間、
国際機関、総理府（現・内閣府）、県教育委員会事務局、在外公館、特殊法人、国立大学法人にも勤務。
そのかたわら、上越教育大学大学院及び桜美林大学大学院で非常勤講師を務め、文科省退職後の2019
年、桜美林大学教授に就任。大学院大学アドミニストレーション実践研究学位プログラム長を経て、2024
年、理事長就任。

東京大学教育学研究科博士課程中途退学、博士（教育学）、広島修道大学講師・助教授、放送大学助教
授、東京大学・大学総合教育研究センター助教授・教授を経て、現職。東京大学名誉教授。文部科学省中
央教育審議会臨時委員、国立教育政策研究所フェロー、日本高等教育学会会長。主要編著書に『2020
年以降の高等教育政策を考える』（桜美林大学出版部）、小林雅之『大学のIR』（慶應義塾大学出版会）、
『大学進学の機会』東京大学出版会、『進学格差』筑摩書房。 2023年4月より、教育探究科学群長。

広島大学大学院教育学研究科博士課程修了。麗澤高等学校教諭、麗澤大学教授、名城大学教授 などを
経て、2017年から桜美林大学教授。専門は教育社会学。主な論文は「1990 年代以降の大学における格
差構造に関する実証的研究」（広島大学提出学位論文）。共著に『新説 教育社会学』（玉川大学出版部）、
『大学教授職の国際比較』（東信堂）、『よくわかる高等教育論』（ミネルヴァ書房）など。2024年4月より、大
学アドミニストレーション実践研究学位プログラム長。
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